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「社会のための科学」の制度の確立へ向けて

有本建男

4.1 はじめに

近イ弌オ斗学は、人類に進歩と豊かな生活をもたらした。ーカで、20世紀の科学の爆発的

な発展は、↓都氣即劉ヒ、南1酪差、人口増加、資源・エネルギー・水の木§易、感測歪の

蔓延など人類と地球ので附'に深刻な問題を引き起こした。1972年に発表された口ーマク

ラブの「成長の限界」は、科学的知識とそれに基づく人炎皎明の無限の進歩に讐鐘を鳴

らした。

それから30年、人々は、21世紀に同じことを繰り返せぱ、人類と地球に明るい未来

がないことを熟惑している。科学に、かつての「進歩のための科学」としての堤きはな

い。20世紀の基調であった進歩への信仰と拡大再生産は限界に来ており、21世紀には、

地勇畑模でのゼロサム社会の出現と持続可能性への司睡と制御という考えが支酉西勺にな

るだろう①。

21世紀の人類と地球が直面する問題を角早決するため、科判嫉畷を活用することへの

期待は大きい。近イ弌チ斗学は17世紀の科学革命以来、「灸戯のための科学」が主流であっ

た。21'世紀にはこれと並んで、吽士会のための科学」という新たな流れを作らなけれぱ

ならない。そのためには、近イ弌チ斗学の発展の去盤であった規範と制度を、新たな視点か

ら再構築する必、要がある。アメリカ議会もヨーロッパ共同体も、21世紀を社会と市民の

ための科学のH寺f弌と位置づけている⑳。
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第4章「社会のための科学」の制度の確立へ向けて

20世紀・「知識のための科学」の時代一ー^識の生産と爆発4.2

4.2.1 近代科学の制度の完成

近イ弌ネ斗学の歴史の中で 19 世紀半ばに自然哲学渚やアマチュアから独立して、科学者

(.d印t玲t)という専門職業人が現れた。科学者たちは19世ネ眛までに、欧米におい

て国際的なネットワークを築き、各種の国内・国際学=△、学会誌、研弦判西(ピアレビ
ユー.システム:研究課題や業績を専門家の間でi平f西・審査する制度)など近イ弌才斗学の

制度を整えた。同じ頃、近イ弌才斗学と伝微勺な技術力隔蛤し、科判勺知職に基づく技休仂§、

戦与や産業、市民生活に役立ち国民国家の秀盤となることが明らかになり、政府や野占

による大学の近代化や句院所の設立が活発になった。

第1次と第2次世界大戦で、飛行機、ペニシリン、レーダー、原子爆弾など、最享折の
科学的会殿に基づいた兵暑粋機器、医薬品の開発^"科学動員'が戦争の帰趨に大き
な役割を果たした経験を踏まえて、朝爰、各国は科学とそれに基づく技林潤発を本樹勺
に支援する制度を整えた。科学技術政策が国の重要政策として確立したのである。

4.2.2 チ"学者のま見範と知識の爆発

近イ弌チ斗学は、中世の宗教や圭す建制の抑圧から、人間の理性を開放するところから起こ
つた。それゆえ、学問の白劇才最も根幹となる規範といえる。また19世紀後半に、科学
者の行動規命包として、"P山li血矼 Por玲h"(論文を発表する力呼斗学者を止めるか)が
確立した。これらの規範の下、科学渚が何を研究するかは個人の自由に任され、自由な
発想に基づいて、普遍的な真理や法則を追求しひたすら論文を書いた。その成果がうま
く行けば技術に応用さ赫士会に役に立っという展開である。"好奇心^f秒F聖の科学と
いえる。各国政府や社会は、科学に支えられた社会の進歩を信じ、科学者の自由な猫占
や知識の拡大を支持した。和院活動を雅紳などによって外から規制するこど才最小限に
止め、科学者共同体の自主的な省理とi判醸こイ壬せた。長い冷榔割弌の東西間の科学競争
は、こうした規命包と制度をより強固なものにした。

近イ新斗学は、白然を客糎■勺に認識することが第一であった。科学の営為から生み出さ
れたh又果の社会への活用弌彬響i平f西は、もっぱら活用する側弌渓け入れ側の価値判断に
ゆだねられた。科学者は、価値中立あるいは判断亭止の安全1也帯にいればよかったので
ある。こうぃう状況の下で、科学者たちは論文の生産に邁進することができ、「知識の
爆発」が起こった。
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4.3

4.3.1 20世紀最後の10年^世界システムの歴史的転換^

20世紀の最後に起こった出来事^東西冷戦の終了(1989年)、インターネットの開放

(1992年)、地到迂最境サミット(1992年)は、人類と地球にとって歴史的な車引幾となった。

冷戦の終了をきっかけに、西側先進国の5億人が中心であった資本主義市場に、ロシア、

中国、東区欠の20億人以上の人々が一斉に参入を始めたグローバルな経済大競争の始ま

りである。科学者の問で使われていたインターネットが、一般に開放されるや数年で、

世界中の市民や企業が、国や組〒哉三鯛fや時間の枠を超えて情報を交換するようになっ

た。これは、教育弌才斗学の方法から企業経営、製品の設訓や製造・、市民生活に大きな変

化を促している。

1992年に開かれた国連環境開発会議仕也球サミット)で、ナ都氣即爰イヒヌ珠について温

暖化ガスを削減することが初めて合意された。長い間の地球堆賊1研究の成果に基づく科

学的助言が、世界政冶を動かすという画期的な出来事となった。

「知識のための科学」の成長の限界

4.3.2 冷戦型チ4学の終青と新しい}充れの始まり

長い冷戦のH訓弌、アメリカの科学櫛付政策は、経済玄力果矣ヰ采算を酉巴愈することなく、

国防の研究開発と物理学を巾心にした基礎研究に巨大な資金を投入した。1993年にこの

政策に大転換が起った。獄亟の赫立子を発見することをめざして、レーガン政権の時に

スタートした超伝導大雪!切n速Z品(SSの計画が、約2兆円を支出し20%断斐が進んでいる

最巾に、議会によって突然中止されたのである。日本では注目されなかったが、素粒子

論の世刑勺櫓或のイ左藤文F弼〔都大学名誉耕受は、「(中止の)底流にあるのは、素粒子

物理学という現実萇愉τした学問に文寸する社会の受け取り方がガラッと変わったというこ

とである。それが政権内部にも議員にも正確に反映した結果なのである。」と述べてい

る④

同じ年、クリントン大繍頁は、「経済成長のための櫛励と題する報告書を左法し、

技術開発を、経済成長や雇用、新産業4滄1」生、生活の向上のエンジンと位置づけ、軍宇で

技術から民生撫行への転換を促した。イギリスのブレア首相も、最重要政策として「知

を原劃J力とする経済(師OWI.dg.-dYi兜nooonomy)」を掲げている。もっぱら知識の拡

大と新しい技術を求めた冷単腔の科学から、市民生活や雇用、経済を耐見する「社会の

ための科学」へ向けて游d1は大きく変わり始めたのである。
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第4章「社会のための科学」の制度の確立へ向けて

4.3.3 「知識のためのネ"学」のま見範と制度の動揺

a)チ斗学者に対する信頼の動揺

2001年9月、イギリスのエコノミスト誌は、科学羽院に対するZ平f西の腐観性とイ言頼性

が動揺してぃると報じた。基礎研究が速、スピードで市場の製品につながるH寺f弌を迎え

て、ピアレビューによるフェアーな論文審査と研与盲戊果のタイムリーな公開という、科

学者共同体が築いてきた原則が働かなくなっているようだ。今後の科学の健全な発展に

陰をさt深刻な兆候である。

新しい世紀を迎えた2001年、科学を巡って、想像を超える出来事が続いて起こった。

ニューヨークを中心に起こった同時多発テロ、ヒトゲノム(遺伝「青報)の全塩基酉e列の

決定、クローン人間の製遜'十画。これらのニュースは、世界中の人々に科学技術にヌ寸す

る不安と不信を広げ、今後は、その活用とともに制御が不可欠になったこと実感させた

のである。

②庠斤しい技術響斤モデルの登場と対応の遅れ

ノーベル賞の白川、野依、田中博士の受賞好責とそれに基づく製品の例を見ても分か

るように、今までは、基礎'から応用へそして実用化研究から製品へと、10年、20年かけ

て段1割勺に技φ行革新が進んできた。技林禪新の"りニア・モデノν'である。しかし近年、

Πや訂分野を中心に、各段階の境がなくなり相互に連関しフィードバツクしながら、

櫛行革享折が高速で進1丁・す・る"相酷■結モデノヅ'に変わったといわれている⑤。
1990年代に開発されたサイエンス・りンケージという科判計票が注目されている。ア

メリカの特許商標庁に申請された特許1件あたりに引用される基礎科学の論文数であ

る。譜髄研究と特許、新製品との剛系の深さを示している。この数値の各国比較を見る

と、近年わが国は米英に大きく引き蹴されている。

以上から、わが国にとって、譜趨肝究から富の倉11出までの技術革潔折サイクル全体が有

機的に働くための制度改革と、技術と経営の双方をマネジメントできる人材が必須とな

つている⑥。
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③ノーベル賞の特徴と限界

3年連続の日本人受賞で注目されるノー・ーミル賞。今までノーベル賞は、現尿の法則や

岬理の究明に関する業韻に授与されることがほとんどであったが、ここ数年、N噂体や

携帯電話、医薬など社会経済に大きなインパクトを与えている技術の新発見を重視して
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フロンによるオゾン層破壊メカニズムの"早明という地到迂案境分野の業績も受賞しいる。

た。アメリカのクリントン大統領は 1997年、「過去 50年間は物理字のH"イ弌、次の 50
年間は生物学のH割勺と沸兇し、21世紀に発展する学問の方向を示1麦した。実陛呉、物理
学賞と化学賞では、選考対象の基本であった基礎科学う)里乳こイ財甫が少なくなってきたた
めか、応用分里予へ、境界領M戈へと文寸象を広げている。このイ頃向が、日本人の受員増にっ
ながってぃるのかもしれない。一方で、生理学・医学t貞のイ噌榔ネ目白押Lで、大変な競
争率にあるという。

ノーベル賞は、20世紀の「矢戯のための科学」の高度成長を背景に、 1世紀にわ
たって世界最高の権威を保ってきた。逆に「気識のための科学」の加速装置として
も機能してきた。世紀が変わり科学のあり方が変わる中で、21世紀のノーベル員は
転換を迫られてぃる。ノーベル財団は従来、政1台や1蚤済、社会から1鴎まをおき、外
部からの干渉を排除してきた。その財団が、2001年4月にストツクホルムにノーベ
ノレ博鯱官を蹴官し、ネ絵と積極的に対三舌ずる方向陣云換したことは注目に価する。

21世紀・「社会のための科学」の時代一ーー知識の活用と制御4.4

4.4.1 21世紀科学の新たな座標軸^世界チ4学会議のブダペスト旦百

1999年7月、世界科学会議(world conferenc. on sci.nce)が、ユネスコと国際科

学会議(1CSU)のす断崔で、ハンガリーの首都ブダペストで開催された。「21 世紀の科子
.新しいコミットメント(責務)」をテーマに、'世界中から科学者、技徒渚、国云議員、
マスコミ、政府剛系者など2000人以上が参加して、21世紀の科学のあり方が諾而され、

次の4つが宣言されたm。

0 「灸偏哉のための科学」

0 「平和のための科学」

0 「摘狩、的発展のための科学」

0 「社会のなかの、社会のための科学」

T
第4早f
._^^

つて知

になる

後も亘

「社釜

19世紀から20世紀にかけて確立した「気識のための科学」、あるいは「進歩のため
の科学」に加えて、「平和のための科学」、「持紗、可能な発展のための科子」、「ネ1会
のための科学」という21・世糸遜斗学の新しい座標軸が示されたのである。
20世紀の世界を牽引した力は、軍事力から工業力、資本力へと移り、21世紀には矢殿

が社会を動かすエンジンになることは確かであろう。このため、21世紀には、科字によ
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第4章「社会のための科学」の制度の確立へ向けて

つて知識を生産するだけでなく、科学を社会に役立っように活用し制御することが重要
になる。20世紀に主流を占めた「気幟のための科学」あるいは真理追ヲ睡の科学は、今
後も重要であるが、それだけでは科学は社会からイ誹頁と支持を失うであろう。21世紀に
「社会のための科学」を確立するために、新しい規範と制度を築く彪要がある。

4.4.2 「社会のためのネ斗学」の確立へ向けてーま見範と制度の構築

d)デ占惑¥決型のチ導の特徴と「政策のためのチ斗子」の確立

近イ新斗学すなわち「矢戯のための科学」の方法論は、現線の中にある百遍勺よ法ハ」や
岬理を究明しようというものである。科学を社会のために活用するためには、、金
た多様な知識を組み合才)せて、特定の問題を"歎'しようとする、ヨまでとはべクノ
逆向きにした方怯論へ転換する必要がある。その際、白煽斗字の知職だけでは不刀、
あり、人文.社会科学、工学の匁幟を組み合オ)せてプロジェクトを取計する必要、 0
さらに特定の地域の1也理6り歴史的剣牛の下で問脚獣を図るプロジェクトも、
であり、1帥戈dX云微りな気幟と櫛行の活用も勘案する必要がある0

「矢戚のための科学」と牛士会のための科学」の研究課遉やプロジエクトの糊証'a"
価方法を比較してみよう。審査・1判西の基準は、前者は科孚0引憂秀性であり、後
会や産業の二ーズへの寄与である。審査・i判西の方法は、前者が、専門家に
るピアレビューであるのに対して、後者は、専門家に加えて成果を利用する者とル戈果
影響が及ぶ者による審査.i判而、さらに、もっと広汎な社云経済的、勿合にっ冊
理的政1舶勺な面からの考慮も必要とされるだろう。こうした場西には、人文、〒ブ云"字
の知識が必須であり、社会に役に立たないとの批判も受けてきたこの刀野にっ、
冷と実務の間に橋を架け、学問の再構築と発展を図ることができると期行される0

真理追与盤の科学の方法論では、学問が細分化し分野問に溝が広がるのは当,、よ、つ
た。逆に問卿1軟型の科学では、満を埋めることが必須であり、プロジエクト取ヨ'」
当たっては、細分化した知識を体系化しイ卿敢する大きなコンセプトの必要がる0
に、"軟に要する矢戚の避1ルその配詞ト・シナリオの作成が続く0 すよわち、"
プト、ターゲット、シナリオ§区劃型"の科学の方法"兪一Z又計思思、を、"好奇心§四」土
の科学の方怯論とは明確に岡1」して、確立する必要がある0

問卿歎型の科学が重要になる21世紀には、政深、レベノレでは、加二汰辻界、-f こ'1
立した科学技術政策(「科学のための政策」)と並んで、「政策のための科子」とう
新しし畴既念が、確立されなけれぱならない。
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②庠斤しいチ斗学者イ象^知識の生産を超えた責務^

近イ七チ斗弓堵の規範は、先に述べたように、"P此li血吐 P貯i.h"であった。この搬包
の下に、科学者たちは普遍的な真理と法則を求めて論文を書き、矢殿の生産に励んでき
た。しかし、21世紀の科学者の活動は餅秉になるだろう。「知識のための科学」に励む
者もいれば、問題角獣型の科学に従事する者も出てくるだろう。20世紀の科学者には徹

底して'滄1」造性"が求められたが、21世紀には、とれに加えて、自らの研究がネL会に与
える影響を洞察する力、社会と対話する力が必須となる。

社会が科学に求める劃劣が多様イヒする中、21世ホ遡斗学力井士会に醐¥され支持され受容

されるためには、相互の"コミュニケーション"が不可欠となる。科学者と市民自然

科学者と人文・社会チ斗学者との対話などである。若者たちの瑠湘卸、国民の科学不信

を角戦肖するためにも、双方向の対話が欠かせない。アメリカi義会報告は、"コミュニケ

ーティング・サイエンス"を強調している②。イギリスでは、最近、政府から助成金を

受ける科学者に、市民に研究戎果を珊¥してもらう活動をするように義務づけた。

僻斤しい職業人の出現一-J斗学の活用と社会との媒介^

「社会のための科学」のa訓弌には、知識の生産に従事する科今堵とともに、科学を社

会・経済・市民生活に役立つように活用する仕事や、科学とネ1会との間の溝を埋め仲立

ちをする仕事に従事する専門職業人がはっきりと出現するであろう。今までは、失畷の

生産に偏って人材と資金が集中し、科学の活用や社会との媒介は、科学者の余技あるい

は研究活動の補助として位置づけられていた。しかし21世紀にはこれらの機能こそ重要

となる。

こうした仕事としては、知識の移市云、流通、活用、缶噺卸、仲裁、説明、啓蒙などが挙

げられる。細分化した専門知識を佑瞰的に■墾琳¥する能力、特定の社会問題"秩のた

めに必要となる各分哩fの知識を児抜きシステムとして統合する能力、全く異なる発想と

行動様式をもつ各分野の科学者たちを結集しプロジェクトのマネジメントができる能

カ。こうした官助をもった人材^科学のマネジャー、コーディネーター、インテグレ

ーター、プロデューサーといわれるような専F餌哉業人が、会畷の生産者とは別にはっき

りと出現してくるであろう。

近年、科学に関わりをもつ人びとの層が多様になっている。科学者や技休渚といわれ

る層でも、自熱坏斗学、人文チ斗学、社会科学、工学の岡1」があり、各々の中でのネ畍化も

著しい。加えて、市民、企業、1也方自1台f本、 NGO、司法、立法、など、政府だけでな
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第4章「社会のための科学」の制度の確立へ向けて

く多様なセクターが、科学の公共的な意志決定に参加を始めている。科学が21世紀の社
会に受容され、「社会のための科学」を推進するためには、これらのセクター間の"コ
ミュニケーション"が必須である。人々の科判勺矢畷の量と琳¥力には大きな差があり、
この問の対話、説明、仲裁啓蒙など媒介機能を専門に担う1哉業人を社会的に認知する
ことも重要である。アメリカ議会報告②は、科学ジャーナリズムの役害ljを特に醐見して

いる。

現在、上に述べた多様な人材を教育機関で育成し社会や企業でキャリアパスとして適
切にi平f西し列蝿する僻且みはほとんどない。有能な青年や若手研究者が現れっつぁる、
こうした職業{こ積樋勺に参入するように誘導する制度を早急に劉蕭することが大切であ
る。

④「社会のためのチ導」の新しい方法論と制度の構築

学会、教育可修朧関、ミ判而システム、顕彰制度など現示識能している近イ弌チ斗字の制度
は、欧米においてここ100年余りで出来上がった。こうした大規模な制度に支えられた
「知識のための科学」と並存して、21世紀に「社会のための科学」が社会に認知され定

着し発展してぃくためには、前者と同じような制度を構築する必要がある。実際は、「知
識のための科学」のために築かれた既存の制度の改良弌*斤しいものの付加で対応できる
場合が多いだろう。大釖なのは、「矢戚のための科学」と並んで「社会のための科手」
を、科学の新しい柱として戦剛勺にしっかり位置づけ、新しい制度を意訓机こ構築する
ことである。

1999年の世界科学会議は、この方向での行動のスタートラインと見なせる。ここで決
議された21世ネ断斗学の責務を基に、新しい学会や研"折の設立、既存の大学や研究,斤の
再編、弓仔談援帋11度や新しい論文誌、石院ミ判西システムの構築、新しい大学教育のカリ
キュラム編成、新斗書や啓蒙誌の刊行などを舞見すべきである。科学靭究活動と社云の
剛系を可す新しい科判獣票の開発も大切である。「知識のための科学」と岡リして「社
会のための科学」の制度力斗芭築されれば、この分里予へ、若者弌揖力戎の科学者や技休渚の
参入も容易になる。

謝殆勺な取組みが既に始まっている。吉川日本学袮陰議会長は、「第2種の譜遊研究」、
「フルリサーチ」の根稔を鼎昌し⑧、産業技休緜念合研究Pワ〒で謝テを始めている。これ

は、日本の産業競争力の弱点とされる、基礎御P゜九→応用研究→製品生産→富の倉1」出とい
う技術^斤プロセスがうまく繋がらないという、いわゆる"死の谷'の鄭艮を酎"して
いる。このコンセプトは、環境ヌ十策や1也j弱舌幽ヒなどにも適用可育獣生をもっ。科学櫛付
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振興事業団が進める「社会技術システム」や、東京工業大学で検討中の「技術社会学」、
東京農工大学の「技術革新学」など同じような方向性をもったプロジェクトの進展にも
注目したい。

国立大学の法人化に向けた判甫が進んでいる。帝国大学制度の発足以来「知識のため
の科学」に偏してきた大学経営に、「社会のための科学」という新しい座標軸を取り入
れることによって、法人化後の大学の経営戦略に大きな可お獣生が出てくるはずだ。

⑤「社会のためのチ斗学」に対応する新しい国際ネ伴賞の育咸

小柴、田中博士が受賞した2002年度のノーベル賞は、その荊青らしさとともに制度の

限界を分かり易く示した。すなわち、1散底した新発見卦見、物理学'化学'生理学医学
の3分野に限定、受賞者は3人以内で大きな羽仔襍団や団体はi努汐卜という厳しい選考基

準である。今日までのノー・・ミル賞は20世紀の「知識のための科学」の時杙に通心した褒
賞制度であったが、前にも述べたように、21世紀の科学の変容に邇志するべく模索を始
めてぃる(9)。

2002年9月、イギリスの有力な経沸'Tho Econ0加St は、基礎的な新発見ではなく

産拘春用と富d滄1」出に大きな貢献をした者を顕彰するイノベーション賞を始めた。その
第1回の受賞者には、青色発光ダイオードの発明者の中村修二柚士、 DNA"琳斤技術の
フッド博士らが選ぱれた。日本にも、ノーベル賞とは異なった視点をもっ国際的な科学
賞が成長してぃる。日本国際賞、京笥償、ブループラネット賞、武田賞などである。「社
会のための科学」が重要性を増す21世紀には、新発見や掛遵科学に1加氏したノーベル員

とは異なる価値観と二判西方法をもっ別の国際的な科学賞があっていい。「平和のための
科学」、「擶瓢て溌展のための科学」、吽士会のなかの、社会のための科学」といった

21世ホ醒科学の新しい動きを加速するためにも、こうした褒賞制度を育てるべきであ

る。

4.4.3 チ斗学のグローノ匂レ・ガバナンスと世界政j台への助言機能の強化

世界の科学コミュニティーは、20世紀の戦争で、科学が政1台や軍事に巻き込まれた苦
い経験を反省し、政冶からできるだけ蹄推を置く立場を貫いてきた。しかし、冷戦が終
了しグローバノレ化が進みチ斗学のあり力が変わる巾で、21 世紀を目前に、国際科学会議
qcsu)とインター・アカデミー・パネル(1AP)は、従来の立場を転換し、政1合や社会

に向きあう方向へ大きく舵を如っブと。21・世紀の人類と地球が直面する問題に対して、科
学の矢幟をもとに国連などIJ貰極的に助言を行う体制を整えたのである。
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第4章「社会のための科学」の制度の確立へ向けて

科学者の国欝且織として 70年の歴史を誇る国際科学会議 qcsu)は、1998年に、定
款と組織の大幅な見直しを行った。名称を国捺学術連合会議から国際科学会議に亦更し

qcsU という略称はそのまま)、途上国の科学力の強化、市民への科学啓蒙を重要な任
務として付け加えた。1CSU は、国の代表(現tし98各国アカデミー)とづ)里チ別の科学者

集団である国陦洋休陣合(現在26ユニオン、国際天文学連合など)とから構成されるが、

今までは後者の方力溌言力が強かった。今回の改革で前者の権限が強くなり、両者のバ

ランスが絖歓少に変化し、科学と政冶のE嘩推が近う'いたといえる。1999年、1CSU議長に吉

川弘之日本学林絵議会長が東アジアから初めて選出された。1儒Uは吉川議長の主導で、

地球喋'境問題など社会的"司題への科学的助言体制の強化や、人文・社会科学、工学ラ)里チ

の圖将斗学組織との連携を強化した。

一方、1995年にアメリカの主導で、インター・アカデミー・パネノレ aAP)力溌足した。

これは、1岱Uと違って、各国アカデミー(判王84メンバー)だけで構成され、傘下に

インター.アカデミー・カウンシル(1Aのが設置されている。このカウンシノレは日本を含

めて15か国で運営し、国速や世界'斯丁の政策i果題に対して科料内助言をすることになっ

てぃる。リーダーであるアメリカ科学アカデミーのアルバーツ会長は、「既存のネ山哉は、

1創舉に科学的な調査級告を出すに止っていたり、一国レベルの提言が多かった。科判支

術に関連する重要な社会問題が1」_1積しているのに、科学渚が声を上げずにきた。世界の

科学渚の声を集めて、1在威のある政策提言を1癒IJ的に打ち出したい。国連のアナン蔚努

総長ともキ所炎している」と語っている。

2002年9打にヨハネスブルグで開催された「キ鏘ι可能な開発に関する世界サミツト」

で、各国首脳は、科判勺知識の活用と科学者の貢献の重要性にっいて繰り返し強調した。

古川ICSU会長は、世界の科学者を代表して以下の牲嬬兇をした。「優れたガバナンスには

優れた科学が必要。現在のガバナンス制度は、科学・技術コミュニティーからの意見や

知識を確実に取り入れるように変更されるし、要がある。我々は、自然科学、社会ネ斗学、

経済科学、工学の問に従来からある溝に橋を架けたい」。このサミットに向けて、吉川

会長のイニシアチブで、1AP、第3・世界科学アカデミー、世界工学団体連盟、国閑士会科

学朧義会という、立場も分野も異なる世界の科学名、共同体が結集し周到に判甫を進めた
Qの

のである 0

以上のように、「社会のための科学」を基調として、科学の21世ホ醒グローバノレ'ガ

バナンスの構築が村各的に始まっているのである。
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「社会のための科学」確立へ向けた日本の科学コミユニティーの貢献4.5

4.5.1 ネ斗学のガバナンスと政治への助言機能の確立

2001年1月、科判鮒々ij攻策にっいて総理大臣のりーダーシップを強イヒするため、内閣
府に総合科学技休絵議が設置された。名価洲靖11り、戦恪性のなさ、スピードの遅さなど、
わが国の政策決劇謝菁の欠陥を抜村勺に改める構想、だ
欧米先進国には、行政側のこうした組織(OSTP:アメリカ大統側子科学技術政策局な

ど)と独立して、科学者の意見をボトムアップで集約し政策を提言する組織がある0 ア
メリカ科学アカデミーやロンドン王立協会である。これらは高い見識と梱或をもち独立
した科学者ネ盛哉としてネ1会的に認められ、活発な活動を行っている。
一国の政治のりーダーを科学面から助言する行醐且織と、それとは独立に科学者集団

によるボトムアップの審鶴ネ腎哉であるアカデミー。この2つのホ出哉が、迷X的で緊張感
あるチェック&バランスの剛系を築いた時初めて、一国の科学のガバナンスが確立した
といえる。わが国においては、前者は活動を始めて2年が過ぎた。後者にっいては早急
に日本学件絵議を改革し、日本版の科学アカデミーを設置司、べきである。字郁絵議と各
学会は、今まで、政府への予算陳f青やそれぞれの分里ト＼の利益誘導という面がかなりあ
つた今後は、科告井だ術のあり方に対する政策提言や、社会問題の"¥決＼向けた専門知
識による助言など社会との対話が強く要請される。公共の意志決定に積樋勺に貝任を持
つて参画する強靱な科学コミュニティーが、国レベル、地氏戈レベルで生まれることを期
待したい。

4.5.2 近代化の経験を生かすーー・→丘代チ牢学とイ裁充的社会との共生^

わが国は、他の非西洋諸国に比べて早くから近代化を始め、西洋から導入した近イ弌チ斗
学と、伝統的な文化.イ耐直.知識・技術との共生と調和に、 1世ホ己以上にわたって苦労
と経験を重ねてきた。19世紀後半の国際情勢では、導入し始めた近イ弌オ斗,・の知識と制度
を社会経済の発展に活用すること1士最優先の国策であった。このように犬畷の生産より
も知識の活用に重点を置いたわが国の近イ弌チ斗学に刈する姿勢にっいて、お雇い外人瓣市
ベルッが珀本は近イ新斗学の果実だけを受け取って、西洋の科学精神を手ぼうとしない」

と語ったように多くの批判がある。「知識のための科学」と「社云のための科字」をど
うバランスをとって進めるかは、明治以来日本の近イ弌チ斗学技術の歴史において帛に重い
課題となってきた。

21世紀に人類と地球、特に途上国が抱えるル麺を、独自の多様な伝統的な文化とイ酬直
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第4章「社会のための科学」の制度の確立へ向けて

を維持しながら角歎するためには、白瓣斗学と人文社会チ斗学、工学の近イ弌的知識に加え

て、それぞれの国、ナ仙戈における多様で伝統的な知識、技術を活用することが不可欠で

ある。これについて、前に述べたように、わが国は他国に例を見ないユニークな経験と

知識をもっており、大きな貢献カミ期待できる。1岱Uでは、ブダペスト宣言を受けて、「社

会のための科学」を途上国で具体化するに当たり、近イ弌チ斗学と伝細勺知識の1賠11につい

て真剣な諭兪が続けられている(1D。2001年から日本学林陰議の主導で、「アジアに

おける科学を通じた共続挫」をテーマに始まったアジア学林桧議は、日本が貢献できる

ホ蝕子の機会となるであろう。
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